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Abstract

　This　study　aims 　to　understand 　about 　Cohousing　in

North　America、　grasping　about 　the　common 　house　and

the　activity　by　 residen 旭 in　 the　 Cohousing．　 There　 are

many 　points　that　should 　be　tearnt　from　Cohousing　 iike

the　 common 　 space 　 as 　 a　Place　 of　 child　 care 　 and

housework　and 　activity　by　Volunteer．

1 ．研究 の 背景 と目的

　 近年 、少子高齢化が進行する に伴い 家族 の 小規模化 ・

多様化、地域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 弱体化 など、家族 の 在 り方

や 地域 との 関 わ りが変化 しつ つ あ る。居住者の 参加 と協

働に よ っ て行われ る コ レ ク テ ィ ブ ハ ウジ ン グで の 住ま い

方 は 、北欧諸国 をは じ め とし、世界各国 で 数多く行 わ れ

て い る。そ れ らは 、それぞれ の 国の 住宅問題 の 解決や コ

ミ ュ ニ テ ィ の 形成 と育成 に重要 な役割を果 た し て い る。

　本研究 で は、ア メ リカ の ＝ ウハ ウジ ン グ に着目 し、共

用空間で ある コ モ ンハ ウス や住民による協同活動等の 現

状を把握す る。さ らに、各事例 の 特性や相違点などか ら、

今後我 が 国 に お ける コ レ ク テ ィ ブハ ウス の 計画 ・運 営に

お い て 学び得る点を考察する こ とを 目的 と して い る 。

2 ．研究 の 方法

　研 究は以下 の 手順で行っ た。

（1）参考文 献及び参考論文、参考ウ ェ ブ サイ トを用 い て

ア メ リ カ に お け る コ ウハ ウ ジ ン グの 歴 史や特徴に つ い て

の 基礎的知見を得た 。 （2）アメ リカ の 中 で も特に コ ウハ

ウジ ン グが多 く点在して い る シ ア トル の コ ミ ュ ニ テ ィ の

中か ら 2 事例を抽出 し、対象住宅 を訪問 ・見学後 、代表

者 に ヒ ア リン グ調査を行 っ た。（3 ）コ ウハ ウ ジ ン グ にお

け る共用空間 の 利 用や協同活動 の 実態を明らか に し、調

査 よ り得 られた結果か ら、今後我 が 国におけ る コ レ クテ

ィ ブハ ウ ス の 計画
・
運営に お い て 学び得る 点 を考察 し た e

3 ． ア メ リカ に お け る コ ウハ ウジ ン グ

3 − 1 ．ア メリカ に おける家族の多様化 と住ま い 方の 変化
＊ 2〕

　近年、少子高齢化 の 進行や家族 の 多様化に加 え て、か

ね て か ら入種問題 も深刻で あ っ たアメ リカでは、コ ウハ

ウジ ン グを含め、今ま で の 家族 の 枠組み を超えた住まい

方 、暮 ら し方 が一
っ の 潮流 と な り始 め て い る。高齢に な

っ た時 の 住まい の 形態と して 、従来 の 「一人で 住む 」、
「肉

親 と住む 」、「リタイ ア メ ン トホ
ーム に入 る」 とい う常識

的な住まい 方以外に、血縁関係 の な い 人 と暮 らす とい う

住ま い 方 が 広 ま っ て い る。

3 − 2 ．ア メ リカ に お け る コ ウハ ウジ ン グ導入

　1980 年代 に カ リフ ォ ル ニ ア 在住 の 建 築家チ ャ
ー

ル

ズ ・デ ュ レ とキ ャ サ リ ン
・

マ ッ カ マ ン 夫妻 がデ ン マ
ー

ク

の コ レ ク テ ィ ブ ハ ウジ ン グを研究 し、ア メ リ カ に 合 うよ

うに変更 しな が ら、草 の 根的に 広 め られ た ＊n
。

コ ウハ ウ

ジ ン グ の 「コ ウ
ーCot は

一
緒に、平等 に とい う意味 と して

名 づ け られ た．

　1991 年 に ア メ リカ の コ ウハ ウジ ン グ第 1 号 「ミ ュ ア コ

モ ン ズ 」 が完成 して以来 、 年々 そ の 数は増加 し、2008 年

現在では、建設 中を含め 200 軒以上 に 上 る 。

　初期 の コ ウハ ウジ ン グ コ ミ ュ ニ テ ィ は、家事や育児 の

助け合 い や 自身 で 住まい を作 っ て い く面 白 さ に 人 々 が ひ

か れ、コ ミュ ニ テ ィ を形成 して い た が、現在は オーガ ニ

ッ ク ガ
ー

デ ン、省 エ ネ ル ギ
ー

や廃材 の 利用、環境 への 配

慮を取 り入れた コ ミュ ニ テ ィ が 増加 して お り、集ま っ て

暮 らす こ との メ リ ッ トを よ り充 実 させ ようと し て い る。

3 − 3 ．ア メ リカ における コ ウハ ウジ ン グの 特徴
）

　主な特徴と し て 以下 の 4 つ が挙げ られ る ＊
2
。

1 ．居住者 の プ ロ ジ ェ ク トへ の 参加

2 ．コ ミ ュ ニ テ ィ 全体 を居住者 が 主 体 と な り計画す る

3 ．居住者の 協同 の施設を もつ

4 ．居住者が 自分 たちで 協同 して 管理 を行 う

　ま た 、北欧の 集合住宅型 の 形態と は異な り、戸建 てや

テ ラ ス ハ ウ ス 形式 の も の が ア メ リ カ で は 多 く見 られ る。

＊　三 重 大 学大 学院 工 学研 究科　博士 前期課程
＊＊ 三 重大学大学院工学研 究科　教授 ・工 博
＊＊＊三重大学大学院工 学研 究科　助教 ・工 博

＊ Gladuate　Student
，
　Graduate　School　of 　Eng ．，　Mie 　Uniy．

＊ ＊ Prof
，　Graduate　School　of　Eng．，　Mie　Uniy．， 翫 ．　Eng ．

＊ ＊＊Assista皿t　Pro£ ，　Graduate　School　ofEng ．，　Mie　Univ，，　Dr．　Eng．

一545一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Architectural Institute of Japan

NII-Electronic Library Service

Arohiteotural エnstitute 　 of 　 Japan

4 ．調査結 果

4 − 1、住宅 の 概要

表 1 ．住宅の 概要

名称 Jackso皿 Plaじe　Coho ロsin SQn　
』
a　Cohous藍n

建築年 2001年 2000年

唐 在地 ワシ ン トン 州 シア トル 市 ワ シ ン トン 州ボ セル 市

敷 地 面 撥 544．5m 4083、75m
所有形態 区分所 有 区分所 有

戸 数 27戸 拓 戸

共用空間 コモ ン ハウス 〔42，35m ）： キ

ッ チン 、食堂、リビン グ 、キ ッ

ズ ル
ーム 、倉庫．ラン ドリ

ー、
工 作室 、食 品庫 、テ ラ ス 、ロ ビ
ー、事 務所

コ モ ン ハ ウス 〔30．25m2）；キ

ツ チ ン 、食堂、リビ ン グ、キ ッ

ズル
ーム 、倉庫、ラン ドリ

ー、
工 作室 、食 品庫、ゲ ス トル

ー
ム 、

温 室 、菜圉

居住者数 約 60 人 36人

挿「南ぺ，
鴫

；
悪、、

陽

　
　“＆
饌

　
　

憲
靉
》

鑽
飜

麟
　
　

　

　

轌叫

1八 誹．t，

写難 」    Place　Coho 醜 の 欟 写真 2 ．　So麟 Coho曲 g の 臟

4 − 2 ．住居 の 特性

  立地特性

JackSon 　Place　Cohousing

　 JackSe皿 Place　 Cohousing は ワ シ ン トン 州 シ ア トル 市の

中心地 に位置して お り、周辺には中高層 ビル が立ち並ん

で い る。北面は幅約 101nの道路、南面は幅約 8m の 道路、

お よび西 面 は幅約 1〔  の 道路 に接 し て い る。敷地 は 約

544．5m2 の 三 角形 の 半 ブ ロ ッ クで あ る 。 （図 1 ）東 に 坂 に

な っ た 山腹 で 、山や街などが 見渡せ る。

Songa  Cohousing

　 Songaia　Cohousi皿 g は ワ シ ン トン 州ボ セ ル 市に位 置 し て

い る。敷地 は 樹木 が 茂 っ た 山 腹 に あ り、果樹 園お よ び 草

地 の 半農業地域に位置し 、 東側 に は森林、西側 に は 草地

が広が っ て い る。

廼

額
調

  配置特性

Piace　Cohousing

　敷地 の 北側 に コ モ ン ハ ウス を配 し、3 階建 て の 住戸が

6 棟平行 に 配 置 され、（図 1 ）住 戸 は メ ゾメ ッ トに な っ て

い る。図 3 に 3LDK の 住戸 プ ラン を示す。また、住戸 の

周 りに は コ ミ ュ ニ テ ィ ガーデ ン が設 けられて お り、地下

に駐車場 が 配置 され て い る。

SOIIgaia　Cohousing

　緑豊か な敷地 の 中に木造 1 階お よび 2 階建て の 2 戸 1

の 住戸 と コ モ ン ハ ウス が配置され て い る。図 4 に 2LDK

の 住戸プ ラ ン を示す。

　ま た、コ モ ン ハ ウス の 他 に も温 室 や菜園、倉庫な どの

共用空間が敷地 内 に 点在 して い る 。 （図 2 ）

　 日本 の コ レ クテ ィ ブ ハ ウス とは異な り、共用空間が コ

モ ン ハ ウス と し て独立 した棟 となっ て い る こ とが ア メ リ

カ に お け る コ ウハ ウ ジ ン グの 大きな特徴で あ る 。

  共用空間の特 性

　 コ モ ン ハ ウス （写fi　3 ，4 ）は多様な諸室を有 し、豊

か な共用空間 が 充実 して い る 。 以 下 に 主なもの を述 べ る 。

Jackson 　P   ce 　Co 血ousing

（1）　キ ッ チ ン （写真 5 ）

　食堂 と隣接 して お り、カ ウン タ
ー

か ら相互 の 様 子 が伺

え る よ うに 配置 され て い る。調理台やカ ウ ン タ
ー

な どが

広 く採られ、食品庫も併設 されて い る。

（2 ）　 キ ッ ズ ル
ー

ム （写真 6）

　子供用 の お もちゃ や マ ッ トレ ス 、絵本などが 置 か れ て

い る。防犯 の た め 施錠 され て い る。

（3 ）　 ラ ン ド リ
ー

　洗濯機や乾燥機が置か れ て い る。使用料は 予 算に含ま

れ て お り、住 民は 自由 に 使用 で き る 。

（4 ）　 ロ ビー

図 3 ．JackSon　Place　Cohousingの 住戸プ ラン

図 1．JackSon　Place　Coh（rusing の 配 置 図 　　図 4 ．　 Songaia　Cohousi皿g の 住 戸 プ ラ ン
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図 2．Son9頴a 　Cohousingの 配置 図
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ス への メ イ ン の 入 り 口 とな っ て い る。空 い た ス ペ ー
ス を

活用 し、不 要 に な っ た衣類を集め、住民間で 交換する場

と して 利用 して い る。

Songaia 　Cohousing

（1 ）食堂 （写真 7 ）

　キ ッ チ ン と隣接 して 配置され て お り、主に コ モ ン ミ
ー

ル 時に利用する 。 プ ロ ジ ェ ク タ
ー

や ホ ワ イ トボー ドが 設

置され、ビ ジ ネ ス 会議 にも使用す る。

（2 ） リ ビ ン グ

　キ ッ チ ン と隣接 し て 配置され て い る。ま た テ ラ ス も隣

接 され て お り、テ ラ ス か ら直接 ア クセ ス で き る。ソーシ

ャ ル ミーテ ィ ン グに利用され る 。

（3 ）ゲ ス トル
ー

ム

　2 部屋 あるゲス トル
ーム は、住民の 家族や友 人などの

訪間者に利用 され る。

（4 ）食品庫

　敷地内 3 か 所 に設置 され て お り、月 に 125 ドル 支払え

ば、コ モ ン ミー
ル 以外 で も食 品 庫 の 中 の 食材 を自由 に使

用する こ とが で きる

（5 ）菜園、温室 （写真 8 ）

　住民 に よ っ て バ ジル やとうもろ こ しや ズ ッ キ
ー

二 など

の 野 菜 が育 て られ 、コ モ ン ミール に 使用す る。

　 どち らの コ ウハ ウジ ン グ に お け る コ モ ン ハ ウ ス も多

様な諸室を有し、居住者が個 々 の 専用住戸以外 に他 の 居

住者や訪 問者 と触れ合 うこ との で きる共用空 間が大変充

実 し て い た。特 に キ ッ チ ン と食堂 、食品 庫が 大変充実 し

て お り、コ ウハ ウジ ン グ に お い て コ モ ン ミ
ー

ル が コ ミ ュ

ニ テ ィ 醸成にお い て 大変重要視 され て い る活 動で ある こ

とがわ か る。ま た 、キ ッ ズル
ーム や ラ ン ドリ

ー
も設け ら

れ て お り、食事以外 に も子 育て や 家事等 の 日常生活を協

同化 して い る こ とがわかる。

写 真 3．JackSon　Ptaceコ モ ン ハ ウス 　　写翼 4．Songaiaコモ ン ハウス

写真 5．キ ッ チン （JaじkSon　Place） 写真 6．キ ッ ズ ル
ーム （Jackson 　Piace ）

写真 7．食堂 　（、Sorlgaia） 写 真 8菜 園 （．Songnia＞

4 − 3 ．協同活動

　どちらの 事例に お い て も、盛 んに 協同活動が行 われ て

い る。主な活動 と し て コ モ ン ミ
ー

ル や会議、グル
ープ活

動が ある。表 2 にそれ らの 活動状況 をま とめ る。

表 2 ．協同活動の 実施状況

舶称 jad颱   P   ヒ Cohou5 洫 Son　 aCDh   幼

頻 度 5回 ！遡 5 回 〆週
＝

モ
料金 大人 ： 4 ドル 大人 ： 5 ドル

ン 子 供 ： L ドル 子供 ： 3 ドル

ミ 谷加人 数 約 30〜40 人 約 30 人
ー

　

レ

　

ノ
開催 日時 月〜木 ：18 ：30〜、

ゴ
ー

：9 ：00〜
月一本 ：1呂：15〜、
土 ：8r30〜（

  運営方法 4 週 間の サ イ クル で 調理．と 調理 2 入、片 づけ 2 人、買 い 出班）
片づ けをボ ラ ンテ ィア で 決 をボ ラン テ ィ ア で 決 め る。3週閥

め る．買い 物班がメニューを 肪にス ケ ジ ュール 〔係 とメ ニ ュ
決 め、診 加者 の サ イン ，簾 金 一）を立て 、参加 者 は表 にサ イ ン。
後 賢 い 出 し。

△ 顔度 正回〆月 2 回ノ月
四

議
（

内容 予算 の 使 い 方

会議後、配 念日や誕生会を行

管理
・
運 営に つ い て 1ビ ジネス ミ

ー
テ ィ ン グ｝

  う 歌や ダ ン ス を楽 しむ （ソーシ ャ ルv
ミ
ー
テ ィ ン グ〉

グ ル
ープ 日常的な作業を行 うグル

ー ガ ーデ ン グル
ーブ、フ ァ シ リテ ィ

活動 （  ） プ グル ープ 、フ ードプ ロ グ ラム グル

日常的 に必 要 でな い 作 業 を 一プ

行 うグ ル
ー

プ

  コ モ ン ミール

Jackson　Place　Cohousi 皿 9
　週 4 回 の 平 日の 夕食 と毎週 土 曜 日 の朝食に コ モ ン ミ

ー

ル を行 う。 4 週間をサイ ク ル に ボラ ン テ ィ ア で 調理係 と

片 づ け係 、メ ニ ュ
ー

を決 め、参加者 の 人数確認 、集金 し

て 運営 して い る。

Songaia　Cohousing

　週 4 回 の 平 日の 夕食 と毎週土曜 日 の 朝食に コ モ ン ミ
ー

ル を行 う。3 週間前にボ ラン テ ィ ア で 調理係 と片 づ け係 、

メ ニ ュ
ー

を決 め、参加者 の 人数を確認 し て 運営 して い る。

  会議

Jackson　Hace 　Cohous血9
　月に 1 回行 われ、主 に 予算の 使い 方に っ い て 話 し合 う。

会議後 に は 、記念 日や誕生 日会を行 う。

Songaia　Co量lousing

　 2 種類 の 会議が 月 に 3 回行わ れ て い る 。

　一
つ が運 営や管理な どにつ い て 話 し合 う会 （ビ ジネス

ミーテ ィ ン グ）で 、月 に 1 回行われ て い る。もう
一

つ が

歌やダ ン ス な どを楽 しむ 会 （ソーシ ャ ル ミーテ ィ ン グ ）

で 、 月に 2 回行 われ て い る。
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　そ の他、男性だけまたは女性だ けで 行 うミーテ ィ ン グ

など、少 人数 で の 会議が い くつ か あ る。

  グル
ープ活勦

JackSon　Place　Cohousing

　 4 つ の ワ
ー

クグル
ープ が あ り、活動 内容 と して は、日

常的な作業を行 うグル
ー

プ とペ イ ン トやメ ン テ ナ ン ス な

ど 目常的に 必 要で は ない 作業を行 うグル ープ に分か れる。

　 グル
ー

プ活動 へ の 参加 はす べ て ボ ラ ン テ ィ ア に よっ て

決め られ、強制参加 で は ない 。

　Songaia　Cohousi皿9
　 ガ ー

デ ン グル
ープ （庭 の 管 理 を行 う）、フ ァ シ リテ ィ グ

ル
ープ 健 物 の メ ン テ ナ ン ス を行 う）、フ

ー
ドプ ロ グラ ム

グル
ープ （コ モ ン ミー

ル の管理運営を行 う） 3 っ の ワ
ー

ク グル ープがあ る。

　 また、ガ
ー

デ ン チ
ーム、キ ッ ズ チ

ー
ム 、セ レ ブ レ イ シ

ョ ン チーム等 の 多くの チーム がある。

　グル
ー

プ活動 へ の 参加 は、ボ ラ ン テ ィ ア に よっ て 決 め

られ 、複数 の グル
ープ に 所属 して い る 者 もい れ ば、ど こ

の グル ープ に も所属 して い な い 者 もい る 。

　協同活動にお い て は、強制的 で は なく居住者 が 自主的

か つ 積極的に 行っ て お り、居住者の 協同居住に 対する意

識 の 高 さが伺 え る と共 に、コ ミ ュ ニ テ ィ の 醸成す る 生

活 ・居住環境 が形成 され て い ると言 え る 。

4 − 4 ．管
三

理 運営

　 どちらの 事例に お い て も、居住者に よ る 自主管理 運営

が 行 わ れ て い る 。 表 3 に 管理運営 の 状況 をま とめ る 。

表 3 ，管理 運 営状況

名 称 Jacks  Pla芯¢ C曲竝 S  　
層
aCohous 洫

コ モ ン ハ ウ ス の 管理

〔  ）

オ
ー

トロ ッ クで常 に施 錠 施 錠 され て い ない

コモ ン ハウス 使用 料 不要。管理 費か ら支 払 う。 不要。管理 費か ら支払 う．
管理 費   ） 管理要の 35瓢は 全世帯岡 じ 金

額を支払い 、65瓢は 各居蜜 の

大き さに よ っ て 異な る。

家族 の 人数 や各居
・
室の 大 きさ

に よ っ て 異 なる。

管理費の便い 方 建物 のメンテ ナ ン ス やコモ

ン ハ ウス の 公 共料金

建 物 の メ ン テナ ン ス や コ モ ン

ハ ウス の 公 共料金

  コ モ ン ハ ウス の 管理規定

JackSon 　P 蓋ace 　Cohousjng

　 コ モ ン ハ ウス は オ
ー

トロ ッ ク によ り常に 施錠 され て お

り、各居室 の 鍵 で 開けて 入室する。利 用時間 の 制限 はな

い 。ま た コ モ ン ハ ウス を利 用す る 場合は あ ら か じ め 予 約

が 必 要 で 、 個人 が 頻繁 に 利用す る 際 に は会議 で 話 し合 わ

なけれ ばな らない 。また、コ モ ン ハ ウス の 利用料は 不要

で 、コ モ ン ハ ウス の 公共料金 は 管理費か ら支払われ る。

Songaia　Cohousing

　 コ モ ン ハ ウス は利用時間 の 制限はな く、施錠 もされ て

い ない。個人が私用で 使 う際に は あ らか じ め予約が必要

で あ り、他 の 住民に分 か るよ うにアナ ウ ン ス を し て お か

な ければな らな い 。ま た 、掃除に っ い て は 住民 の ポ ラ ン

テ ィ ア で行い 、ス ケ ジュ
ー

ル を組 ん で い る。また、コ モ

ン ハ ウ ス の 使 用 料は な く、管理 費か ら支払 わ れ る。

  管理費

JackSon　Place　Cohousjng

　 管理 費の 35％ は 全世帯同 じ金額を支払い 、65％ は 各居

室 の 大きさに よ っ て 異な る金額 を支払 う。

　 管理費は、建物 の メ ン テナ ン ス や コ モ ン ハ ウス の 公 共

料金 に充て られ る 。

Songaia　Cohousing

　 コ モ ン ハ ウス の 利用料 は住戸 の 価格 と合わせ て 集金す

る 。 金額は、家族の 人数や家 の 大き さに よ っ て 異 なる。

　居住者 に よる管理運営に つ い て は、特 に コ モ ン ハ ウス

の 施錠に つ い て 2 つ の 事例問 で 異な っ て い た。市街地 と

郊外 とい う立 地 特性 の 差異や周 辺 の コ ミ ュ ニ テ ィ エ リア

との 関連に影響され て い る と思われ 、施錠行 っ て い ない

事例 は、コ モ ン ハ ウス を周辺住民に開放 して い た。

5 ．ま と め

　 本研究 で は 、北米 に お け る コ ウハ ウ ジ ン グの 基礎 的事

項や共用空間、住民に よ る協同活動等につ い て比較 した。

　 コ モ ン ハ ウス の 共用空間と し て 大変充実し、日本の コ

レ ク テ ィ ブハ ウス に は あま り見られ な い キ ッ ズ ル
ー

ム や

ラ ン ドリーを設 け て い た。食事以外 に も子育て や家事な

どの 日常生活 を協同化 し、コ モ ン ハ ウ ス を個人 の 住居 の

延長 として 有効 に 使用 して い る 点は大変参考 に な る。

　ま た、協同活動 につ い て は、強制的 で はなくす べ て ボ

ラ ン テ ィ ア で行 っ て い る点 も、居住者の 協同居住に対す

る心理的負担 が軽減 され ると考え られ、学ぶ べ き点 で あ

る。

　 最後 に 管理 運 営 に つ い て だが、管 理 費 は どちらの 事例

で も住居面積や家族構成 に応 じ た 負担 とな っ て い る。日

本の コ レ クテ ィ ブハ ウス で は、管理費や 共用空聞の 利用

料 によ る トラブル も見 られ るため、管理費や利用料に つ

い て も参考にすべ き点が 見 られ る。

　以上 の こ とよ り、今後、我が国に お い て、生活 ・居住

環境 の 向上、コ ミ ュ ニ テ ィ の 発達に向け て 、北米 の コ ウ

ハ ウジ ン グか ら学ぶべ き点 があ る と言 える。
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